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一
の

一

一
の

二

一
の

四

一
の

五

一
の

五

一
の

六

一
の

〈

一
の

あ

一
の

一
一

一
の

一
二

二
の

一

小
石
原
―
―
福
岡
県
朝
倉
郡
に
あ
る
部
落
名
。

〓
２
一　
柴
峠
―
―
福
岡
県
朝
倉
郡
と
田
川
郡
と
の
郡
界
に
あ
る
芝
峠
。
こ

・こ
か
ら
豊
前
の
国
と
な
る
。

安
永
久
年
母
―
―
安
永
九
年
に
九
年
母
を
掛
け
て
ゐ
る
。
九
年
母

は
筑
後
久
留
米
藩
の
産
物
。

寒
気
を
厭
す
―
―
カ
ン
キ
を
イ
ト
ハ
ず
。

日
田
―
―
豊
後
国

（大
分
県
）
日
田
市
。

大
行
司
―
―
筑
後
国

（福
岡
県
）
朝
倉
郡
の
部
落
名
。

玉
来
―
―
同
前
。

祈
れ
と
―
―
祈
れ
ど
。

悔
と
―
―
ク
ヤ
メ
ど
。　
　
　
　
　
　
．

一
口
号
―
―
ヒ
ト
ク
チ
ズ
サ
ミ
。

琉
琉
芋
―
―
甘
藷
の
方
言
。

転
枕
―
―
ウ
タ
タ
マ
ク
ラ
。

揮
直
る
―
―
ネ
デ
ナ
オ
る
。

外
面
か
ま
し
―
―
ソ
ト
モ
が
ま
し
。

篠
目
―
―
ン
ノ
ノ
メ
。
東
雲
の
義
。

雨
も
晴
れ
は
―
―
雨
も
ハ
ル
れ
ば
。

福

松‐
藤

助

一浪

華

日
記

行
」
後

註

（
語
頭
の
数
字
は
複
刻
本
文
の
買
と
行
数
と
を
示
す
）

（片

仮

名

書

き

は

訓

み

の

議

で

あ

る
）

労
果
―
―
ツ
カ
レ
ご
ア
。

二
２
一一　
そ
ゐ
だ
―
卜
福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
。

見
る
が
ひ
た
る
い
の
―
―
見
ュ
る
が
ひ
だ
る
い
の
。

二
の
九
　
つ
る
し
社
若
―
―
つ
る
し
柿
を
掛
詞
と
す
る
。

菖
蒲
―
―
ア
ヤ
メ
。

手
読
―
―
テ
ヨ
ミ
。
碁
の
縁
語
。

二
の
〓
　
香
春
―
―
田
川
郡
香
春
町
。

二
の
一一一　
採
銅
所
―
―
同
郡
採
銅
所
村
。

二
の
一一一一　
小
倉
室
町
―
―
小
倉
市
室
町
。

〓
の
一五　
俳
祖
―
―
松
尾
芭
蕉
。

一あ
一六　
実
不
易
―
―
実
二
不
易
。

三
の
三
　
一饗
シ
ー
ー
ー
モ
テ
ナ
シ
。

三
の
一四　
お
く
れ
し
物
―
―
お
く
れ
じ
物
。

元
山
―
―
山
口
県
小
野
田
市
本
山
。
本
山
岬
に
あ
る
。

三
の
一七　
室
津
―
―
山
口
県
熊
毛
半
島
突
端
の
港
。

三
の
一〈　
道
法
―
―
ミ
チ
ノ
リ
。
道
程
。

四
の
一　
み
た
ら
ゐ
―
―
広
島
県
大
崎
下
島
の
御
手
洗
町
。

四
の
六
　
揖
柄
「
―
揖
プ
柄
。



取
付
し
援
も
な
く
―
―
取
り
付
キ
し
カ
ピ
も
な
く
。
撓
と
甲
斐
と

を
務
け
て
ゐ
る
。

”
の
九
　
上
妻
坂
東
寺
―
―
カ
ミ
ツ
マ
バ
ン
ド
ウ
ジ
。
上
妻
は
藤
助
の
生
国

筑
後
上
妻
郡
福
島
町
。
（今
は
八
女
郡
に
属
す
。）

四
の
一三　
牛
窓
―
―
岡
山
県
牛
窓
港
。

事
の
四・　
水
田
天
満
ッ
御
ン神
―
―
福
岡
県
八
女
郡
水
田
村
天
満
宮
。
ミヽ
ヅ
タ

ア
マ
ミ
ツ
オ
ホ
ン
カ
ξ
。

事
の
三̈
　
見
や
る
当
に
て
―
―
見
や
る
ア
タ
リ
に
て
。
当
は
辺
の
宛
字
。

三あ
ヤ
　
顔
か
出
す
―
―
顔
が
出
ず
。

五の
一
　
過
こ
し
―
―
」過
ぎ
来
し
。

法
１
１
程
（
ノ
リ
）
の
宛
字
。

〓
の
一
一　
大
阪
の
川
ロ
ー
Ｌ
安
治
川
口
。　
　
　
　
．

申
島
―
―
大
阪
市
中
の
島
。

五ゐ
一四　
十
年
来
―
―
宝
暦
九
年
よ
り
安
永
九
年
ま
で
満
二
十
年
。

仙
場
１
１
船
場
の
宛
字
。　
　
　
　
　
　
　
、　
　
　
　
　
´

〓
の
一三　
豊
竹
二
代
の
駒
太
夫
―
―
二
代
目
豊
竹
駒
太
大
。
初
代
駒
太
夫
の

子
。
明
和
三
年
八
月
北
堀
江
市
の
側
、
豊
竹
座

（番
附
口
上
に

よ
れ
ば
曽
根
崎
新
地
芝
居
か
）
の
「扇
子
合
名
月
座
舗
」
に
初
出

座
。
初
名
豊
竹
生
駒
太
夫
。
安
永
六
年
父
の
死
に
よ
り
二
代
目

を
襲
名
。
其
後
江
戸
に
も
下
る
。
歿
年
月
未
詳
。
浄
瑠
璃
操
評

判
闇
の
礫
（天
明
元
年
刊
）
や

「増
補
浄
瑠
璃
大
系

・
図
」
に
は
、

父
に
劣
ら
ぬ
美
声
で
、
親
に
生
き
う
つ
し
の
語
り
方
で
あ
っ
た

と
記
さ
れ
て
み
る
。
宝
暦
八
年
藤
助
が
大
阪
在
住
の
際
に
（
郷

里
の
方
の
宗
門
帳
に
載
る
た
め
こ
の
二
代
目
駒
大
夫
藤
右
衛
潤

を
介
添
へ
と
し
て
同
道
西
下
し
て
ゐ
る
。

〓
の
一六　
仕
贋
―
―
シ
ニ
セ
。
老
舗
。

六
の
二・　
沼
小
木
―
―
招
粉
木
。

六
の
六
　
在
付
か
ね
―
―
在
り
付
キ
か
ね
。

六
の
力
　
馴
染
の
二
階
―
―
宝
暦
九
年
（藤
助
二
十
七
才
）駒
太
夫
宅
に
同
居
。

舟
の
挙
イ
１
１
丹
の
ツ
カ
ン
。

六
の
一一一　
竹
本
染
太
夫
―
―
初
代
竹
本
染
太
夫
。
摂
津
西
成
郡
伝
法
村
の
人
。

も
と
木
綿
商
。
伝
法
屋
源
七
と
い
ふ
。
二
代
目
竹
本
政
太
夫
の

弟
子
。
宝
暦
四
年
十
月
、
竹
本
座
の

「小
野
道
風
青
柳
硯
」
が

初
舞
台
。
伝
法
屋
風
を
残
す
。
天
明
五
年
四
月
十
一
日
歿
。
享

年
末
詳
。
「只
な
ん
く
せ
な
く
お
と
な
し
き
語
リ
ロ
（中
略
）
ふ

し
付
も
ち
と
こ
ま
か
な
様
な
れ
ど
無
理
な
く
尺
さ
ら
ノ
ヽ
と
語

ら
る
る
あ
ん
ば
い
ヽ
い
や
は
や
外
に
い
ら
い
人
は
ご
ざ
り
ま
せ

ぬ
」
（闇
の
礫
）

六
の
一一一一　
矢
太
夫
―
―
こ
の
日
記
の
本
文
に
は

「豊
竹
駒
太
夫
同
矢
太
夫
」

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
豊
竹
矢
太
大
の
意
に
な
る
が
、
実
は

初
代
竹
本
弥
太
夫
を
指
す
も
の
と
思
は
れ
る
。
弥
太
夫
は
大
阪

曽
根
崎
新
地
の
人
。
通
称
紙
屋
義
右
衛
門
。
有
規
堂
千
賀
太
夫

の
間
に
入
っ
て
竹
本
千
代
太
夫
と
言
っ
た
が
、
後
に
豊
竹
岡
太

夫
（初
代
）
の
弟
子
と
な
り
、
豊
竹
磯
太
夫
と
称
し
た
。
宝
暦
十

三
年
四
月
、

「天
竺
徳
兵
衛
郷
鏡
」
に
て
竹
本
座
に
初
出
座
。

明
和
六
年
十
二
月
竹
本
座
再
興
の
時
、
「近
江
源
氏
先
陣
館
」
に

竹
本
弥
太
夫
と
し
て
出
勤
。
ズ
政
三
年
二
月
清
住
軒
と
号
し
、

同
年
五
月
十
日
歿
。
享
年
未
詳
。
「紙
屋
節
と
て
今
に
　
・
残
れ
る



な
り
』
（遭
補
浄
瑠
璃
大
系
図
）
　
　
　
一　
　
　
一

言
あ
る
る
ド
ト
イ
ヒ
ふ
る
る
。

釈
の
豊
駒
―
―
初
代
豊
竹
駒
太
大
。
通
称
播
磨
屋
弥
三
郎
。
大
阪

一最
の
内
炭
屋
町
の
人
。
竹
本
彦
太
夫

（後
の
大
和
太
夫
）
に
つ

い
た
が
、
そ
の
歿
後
は
豊
竹
新
太
夫
に
入
門
、
後
に
豊
竹
越
前

少
塚
の
弟
子
と
な
り
、
事
保
二
十
年
八
月
豊
竹
座
の

「苅
萱
桑

門
筑
紫
験
」
に
初
出
座
。
算
保
及
び
算
延
年
間
に
江
戸
肥
前
座

に
下
る
っ
帰
阪
後
は
引
続
き
豊
竹
座
に
出
勤
。
安
永
六
年
霧

享
年
未
詳
「

「調
子
は
上
へ
は
ど
こ
ま
で
も
つ
つ
ぬ
け
に
て
叉

裏
声
を
遣
ふ
事
の
名
人
に
て
実
に
日
本
に
て
の
名
音
と
い
ぶ
は

此
人
な
り
。
よ
っ
て
今
に
も
駒
太
夫
節
と
て
一
流
を
残
さ
れ
た

り
」
（増
補
浄
瑠
璃
大
系
図
）

セ
２
一　
申
村
阿
契
―
―
延
享
頃
か
ら
安
永
に
か
け
で
の
豊
竹
座
系
の
浄
瑠

璃
作
者
ｏ
宝
暦
十
一
年
の
「曽
根
崎
模
様
」
や
「人
丸
萬
歳
台
」

で
は
福
松
藤
助
と
合
作
し
て
ゐ
る
。

七
２
一一　
浅
巳
一
膚
―
―
浄
瑠
璃
作
者
。
森
野
長
三
郎
と
い
ひ
京
都
堺
町
に

住
み
、
は
じ
め
謡
の
師
匠
、
後
に
浄
る
り
作
者
と
な
る
。
豊
竹

座
に
聘
せ
ら
れ
て
寛
保
か
ら
明
和
ま
で
豊
竹
座
の
作
者
と
な
る
。

西
沢
一
風
の
門
下
と
言
は
れ
る
が
、
生
歿
年
月
日
未
詳
。（戯
曲

小
説
通
志
其
他
に
よ
る
）

黒
蔵
主
―
―
浪
岡
鯨
児
の
別
号
。
黒
蔵
子
、
初
名
並
末
鯨
児
。
並

木
宗
輔
門
下
の
浄
る
り
作
者
。
宝
暦
か
ら
明
和
に
か
け
て
の
豊

竹
座
の
作
者
。

松
治
ｌ
ｌ
葺
波
三
機
。
静
擢
簿
作
堵
。
「Ｉ
世
瑯
楽
年
表
義
汰
大́

節
之
部
」
に
よ
れ
ば
、
寛
延
二
年
十
一
月
の

「物
ぐ
さ
太
郎
」

か
ら
宝
暦
七
年
三
月
の

「前
九
年
奥
州
合
戦
」
に
至
る
ま
で
の

豊
竹
座
の
合
作
者
と
し
て
ヽ
そ
の
名
を
連
ね
て
ゐ
る
。

未
対
面
―
―
未
ダ
対
面
。

七
の
四
　
豊
竹
島
太
夫
―
―
二
代
目
島
太
夫
。
島
の
内
周
防
町
に
住
し
通
称

平
右
衛
門
と
い
ふ
。
初
め
播
磨
少
稼
の
門
人
と
な
り
、
竹
本
志

摩
太
夫
と
い
ひ
、
元
文
四
年
四
月
竹
本
座
の

「
ひ
ら
が
な
盛
衰

記
」
が
初
舞
台
。
延
事
二
年
二
月

「軍
法
富
士
見
西
行
」
の
時
、

島
太
夫
と
改
名
。
播
磨
少
稼
歿
後
は
此
太
夫
に
随
っ
た
が
、
寛

延
元
年
八
月
の

「忠
臣
蔵
」
事
件
で
此
太
夫
と
共
に
竹
本
座
を

退
座
。
豊
竹
座
に
転
じ
て
豊
竹
島
太
夫
と
名
乗
り
、
寛
延
三
年

八
月
二
代
目
豊
竹
若
太
夫
と
な
る
。
明
和
三
年
二
月

「本
朝
十

四
孝
」
の
時
、
竹
本
座
に
転
じ
、
竹
本
島
太
夫

，
と
な
り
、
更
に

同
六
年
八
月
の

「殿
造
千
丈
嶽
」
よ
り
豊
竹
座
に
転
じ
、
豊
竹

島
太
夫
と
な
る
が
、
天
明
元
年
以
後
多
病
と
な
り
、
天
舅
四
年

九
月
十
日
歿
。
享
年
未
詳
。（闇
の
礫
・
増
補
浄
瑠
璃
大
系
図
等

に
よ
る
）

七
の
六
　
趣
向
山
崎
与
次
兵
衛
に
て
新
作
一
部
―
―
天
明
元
年

（安
永
九
年

の
翌
年
）
藤
助
に
山
崎
与
次
兵
衛
比
と
云
ふ
作
物
語
の
述
作
が

あ
る
。

七
の
（
　
豊
竹
此
太
夫
―
―
二
代
目
。
豊
竹
筑
前
少
塚
門
弟
。
初
名
豊
竹
八

重
太
夫
（初
代
）、
寛
延
二
年
十

一
月
豊
竹
座
の
「物
ぐ
さ
太
郎
」

が
初
舞
台
。
宝
暦
一ル
年
十
二
月
「
一谷
擦
軍
記
」
の
時
、
豊
竹

峙
・太夫
之
敏
名
ｏ
ｔ
潜
ｔ
年́
「情
悧
源
氏
十
五
段
」
の
時
、
通

の  の

３
一



竹
雌
太
た
と
な
る
。
児
和
元
年
江
戸
に
下
り
、
同
三
年
秋
帰́
阪

し
て
北
堀
江
市
の
側

に
操
座
を
起
し
座
本
と
な
る
。
寛
政
八
年

歿
、
４
七
十

一
。
名
手
に
し
て
作
曲
を
も
よ
く
し
た
。

「
全
体

世
話
事

に
か
け
て
は
此
人
。
英
外

い
つ
ぞ
や
の
合
邦
辻
な
ど
は
、

い
ら
い
人
は
な
い
ぞ
。
古
物
で
も
蝶

々
八
ツ
ロ
極
彩
色
天
王
寺

村
な
ど
け
し
か
ら
ぬ
出
来
、
叉
平
な
ど
は
か
く

べ
つ
な
も
の
、

吃

の
工
合
は
此
人
に
つ
ぐ
も
の
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
」
（
闇

の
礫
）

岩
口
町
―
―
大
阪

の
町
名
。
長
堀
よ
り
南

へ
四
筋
目
の
竪
通
り
、

凍
横
堀
よ
り
七
丁
あ
ま
り
西
寄
り
。

七
の
一〇
　
鍛
冶
屋
町
―
―
界
筋
よ
り

一
つ
東

の
南
北
の
通
り
。
東
横
堀
よ
り

三
筋
目
。
北
浜
か
ら
長
堀
ま
で
の
間
を
い
ふ
。

七
の
一四
　
中
村
富
―
―
初
代
中
村
富
十
郎
。
歌
舞
伎
役
者
。
俳
名
慶
子
。
別

号
琴
嶺
舎
。
家
号
天
王
寺
屋
。
享
保

四
年

に
生
れ
、
初
代
芳
沢

ち
や
め
三
男
。
初
代
中
村
新
五
郎
の
養
子
と
な
る
。
養
父

と
共

に
江
戸

に
下
り
、
享
保
十
六
年
春
、
市
村
座

で
子
役
と
し
て
初

舞
台
。
同
年
冬
、
京
都

へ
上
り
女
方
と
し
て
出
演
、
以
後
宝
暦

期

に
於
け
る
代
表
的
女
方
ど
な
る
。
殊
に
女
武
道
事
を
得
意

之

し
た
。
天
明
六
年
八
月
三
日
歿
。
享
年
六
十
八
。

「
い
か
に
し

て
も
女
め
い
て
よ
し
、
殊
に
打
上
り
た
る
奥
様
、
又
手
入
ら
ず

の
娘
風
、
腰
元
、
傾
城
、
武
道
事
、
所
作
は
申
す
も
お
ろ
か
、

何

一
つ
不
足
の
な
い
、
お
上
手
」
（
役
者
花
鼎
）

七
の
一三
　
中
山
文
―
―
初
代
中
山
文
七
。
歌
舞
伎
役
者
。
俳
名
由
男
。
家
号

和
泉
屋
ｏ
松
屋
来
助
の
子
で
、
初
代
中
村
新
九
郎
の
養
子
と
な

る
。
寛
延
元
年
、
　

ヽ
中
山
文
七
と
な
り
、
実
事
を
得
意
と
し
た
。

文
化
十
年．愛
、
事
年．入
十
二
。
（太
辞
典．）　
　
　
　
　
　
・
．

七
の
一四　
行
平
磯
馴
松
―
―
元
文
三
年
正
月
竹
本
座
初
演
。
作
者
文
耕
堂
、

三
好
松
洛
。

七
の
一六　
遊
戯
る
る
―
―
ア
ソ
ビ
タ
ハ
る
る
。

〈
の
一
　
堀
江
の
芝
居
市
の
側
―
―
堀
江
市
の
側
に
操
座
が
あ
っ
た
。
北
堀

江
座
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ヽ

〈
２
一　
稲
荷
街
道
墨
染
桜
―
―
安
永
九
年
九
月
北
堀
江
座
初
演
。
作
者
は

菅
専
助
、
豊
春
助
、
豊
竹
応
律
。

〈
２
一一　
人
重
太
―
―
二
代
目
豊
竹
八
重
太
夫
。
通
称
和
泉
屋
平
兵
衛
。
大

阪
北
の
新
地
の
人
。
席
貸
業
を
営
む
。
二
代
目
豊
竹
此
太
夫
門

弟
。
宝
暦
十
二
年
間
四
月
、
豊
竹
座
の

「岸
姫
松
轡
鑑
」
に
豊

竹
八
蘇
太
夫
と
名
乗
っ
て
初
舞
台
。
明
和
二
年
二
代
目
八
重
太

夫

，
と
微
る
。
安
永
八
年
江
戸
に
下
り
、
同
九
年
帰
阪
。
天
明
元

年
叉
江
戸
に
下
り
同
三
年
帰
阪
。
上
方
・
江
戸
共
に
好
評
を
得

た
が
、
寛
政
五
年
十
月
歿
し
た
。
享
年
五
十
。

「う
れ
い
場
は

日
に
あ
わ
ね
ど
、
梅
川
ｔ
出
来
ま
し
た
。
其
外
チ
ヤ
リ
場
に
か

け
て
は
き
つ
い
も
の
、
い
つ
ぞ
や
融
大
臣
二
の
切
な
ど
は
出
来

ま
し
た
。
い
つ
で
も
か
う
い
ふ
か
た
リ
ロ
が
よ
ふ
ご
ざ
る
六
闇

の
礫
）

〈
の
五
　
お
染
久
松
歌
祭
文
―
―
安
永
九
年
九
月
竹
本
座
上
場
。
作
者
近
松

半
二
。

（
の
〈
　
難
波
橋
―
―
今
の
な
に
わ
橋
。

八
の
一〇　
美
敷
―
―
ウ
ツ
ク
シ
キ
。

（
の
〓
　
つ
ゝ
り
合
て
―
―
つ
ゞ
り
合
セ
て
。



〈
の
一〓一　
北
皮
屋
町
―
―
北
革
屋
町
。
大
阪
の
東
部
、
京
橋
よ
り
南
へ
四
筋

目
の
竪
筋
、
谷
町
筋
ょ
り
西
の
方
を
い
ふ
ｏ　
　
　
　
　
　
＾

〈
の
一六　
旧
国
大
和
屋
宗
次
―
―
俳
人
大
伴
大
江
れ
の
こ
と
。
飛
脚
問
屋
で

あ
っ
た
。

負
し
と
―
―
負
ケ
ジ
と
。

九
２
一　

近
松
半
二
―
―
浄
る
り
作
者
。
穂
積
以
貫
の
子
。
俗
称
以
助
、
大

阪
の
人
。
竹
口
出
雲
の
弟
子
。
宝
暦
元
年
十
月
竹
本
座
初
演
の

「役
行
者
大
峯
桜
」
の
作
者
運
名
に
名
を
連
ね
た
の
が
最
初
で
、

以
後
約
三
十
年
余
の
間
、
竹
本
座
系
の
作
者
と
し
て
活
躍
、
晩

年
山
科
に
幽
居
し
た
と
い
は
れ
る
。
特
に
舞
台
技
巧
に
す
ぐ
れ

て
ゐ
た
の
で
有
名
、
そ
の
パ
ラ
ン
リ
ズ
ム
の
技
法
が
注
目
に
値

す
る
。
天
明
三
年
二
月
四
日
歿
。
享
年
五
十
九
。

ん
の
四
　
恥
け
ら
し
―
―
ハ
デ
け
ら
し
。

九
の
〈
　
竹
本
政
太
―
―
三
代
■
竹
本
政
太
夫
。
通
称
播
磨
屋
利
兵
衛
。
大

阪
の
人
。
塩
町
筋
元
勘
四
郎
町
に
住
ん
で
ゐ
た
の
で

「塩
町
の

薩
太
夫
」
と
言
は
れ
た
。
二
代
目
政
太
夫
の
弟
子
。
初
名
を
中

太
夫
公
一代
目
）
と
言
ひ
、
宝
暦
六
年
二
月
竹
本
座
の

「崇
徳
院

讃
岐
伝
記
」
の
五
段
目
に
初
出
座
。
明
和
三
年
江
戸
に
下
り
政

太
夫
を
名
乗
ら
う
と
し
た
が
紛
糾
を
生
じ
明
和
四
年
帰
阪
、
同

年
十
二
月
竹
本
座
の

「三
日
太
平
記
」
に
竹
本
政
太
夫
と
改
名

し
て
出
演
し
た
。

「闇
の
礫
」
に
よ
れ
ば
、
安
永
九
年
秋
よ
り

し
ば
ら
く
京
都
に
行
き
、
在
阪
中
も
上
洛
後
も
人
気
の
よ
か
っ

ヽ
　

た
こ
と
が
わ
か
る
。
寛
政
四
年
十
一
月
播
磨
大
稼
を
名
乗
っ
た

が
事
び
政
状
大
に
，帰
り
文
化
状
４

？^
）４

ヽ
跡
を
門
佛
氏
汰
扶
に

譲
り
、
翌
年
五
月
共
に
江
戸
に
下
る
。
竹
本
播
層
太
夫
と
名
乗

っ
て
葺
屋
町
の
芝
居
に
出
勤
し
た
が
、
文
化
八
年
七
月
十
四
日

江
戸
に
て
歿
。
事
年
八
十
。

京
物
語
―
―
安
永
五
年
藤
助
四
十
四
才
に
し
て
忠
臣
京
物
語
と
い

ぶ
作
物
語
を
書
き
国
君
に
献
ず
。

九
の
三
　
北
の
新
地
―
―
曽
根
崎
新
地
を
い
ふ
。

九
の
一〓一　
錢
置
―
―
チ
リ
バ
メ
オ
キ
。

こ
の
三
　
千
歳
萩
ｌ
ｊ
藤
助
四
十
一
才
安
永
二
年
国
君
の
内
命
に
よ
り
奥
州

十
歳
萩
と
い
ふ
作
物
語
を
作
ヶ
て
献
ず
。

こ
の
五
　
新
清
水
―
卜
大
阪
天
王
寺
附
近
に
あ
り
。

８
の
九
　
起
た
り
―
―
起
キ
た
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

３
の
一〇　
炭
善
―
―
炭
屋
善
兵
衛
の
略
称
。

あ
の
〓
　
待
か
ね
し
―
―
待
チ
か
ね
し
。

あ
の
一〓一　
聞
せ
ん
―
―
聞
力
せ
ん
。

こ
の
一六　
僻
―
卜
癖
の
宛
字
。

乞
ず
―
―
乞
ハ
ず
。

二
の
七
　
な
ん
ば
の
京
平
―
―
十
月
二
十
五
日
の
条
に
い
ふ
所
の
な
ん
ば
新

地
京
や
平
次
郎
。

二
の
〈
　

一
河
流
に
―
―

一
河
ノ
流
ン
に
。

〓
２
一一　
調
へ
た
リ
ー
ー
シ
ラ
ベ
た
り
。

二
の
一一一一　
言
な
く
り
―
―
イ
ヒ
ナ
グ
リ
て
。

〓
の
一三　
高
津
黒
焼
屋
―
―
高
津
（功
ウ
ゾ
）
の
鳥
居
前
に
あ
る
黒
焼
薬
屋
。

正
確
に
い
へ
ば
大
阪
市
南
区
瓦
屋
町
五
番
地
。
高
津
神
社
の
西

・側、
松
渥
Ⅵ
筋
（
の
躙
に
あ
る
。
一
来
二
軒
が
立
ん
で
玩
報
・争



卜
を
レ
‘
ぎ
な
た
、
昭
和
の
戦
丼
で
）
を
ク
テ
う
の
天
滞
目
と．

い
ふ
の
が
滅
び
、
今
は

「丸
子
屋
↑
島
谷
市
兵
衛
店
」
だ
け
が

残
っ
て
ゐ
る
。

〓
の
一三　
応
律
―
―
豊
竹
応
律
。
大
阪
の
浄
瑠
璃
並
に
歌
舞
伎
脚
本
作
者
。

若
太
未
芝
居
主
。
初
名
野
田
文
六
、
野
田
甚
六
、
豊
竹
甚
六
。

並
木
宗
輔
、
野
田
碁
文
に
師
事
。
元
文
初
頃
か
ら
歌
舞
伎
作
者

を
勤
め
、
宝
暦
元
年
豊
竹
座
の
作
者
に
転
じ
、
晩
年
に
は
歌
舞

伎
作
者
を
兼
ね
た
。
天
明
五
・
六
年
舅
歿
。
（大
辞
典
）

三
の
一　
羽
林
公
―
―
久
留
米
藩
主
従
四
世
少
将
宥
馬
頼
僅
・。

三
の
一　
菜
飯
田
楽
―
―
生
玉
の
名
物
、
安
永
六
年
の
浪
花
名
物
富
貴
地
座

位
に
も

「口
楽
は
生
玉
を
専
と
し
」
と
あ
る
。　
　
一

三
の
六
　
坂
町
―
―
な
ん
ば
新
地
坂
町
。

三
味
重
次
郎
―
―
初
代
鶴
沢
重
次
郎
。

「増
補
浄
瑠
璃
大
系
図
」

．

に
は

コ
九
祖
友
治
郎
門
弟
に
し
て
廷
事
の
頃
な
り
。
東
座
の
立

者
也
“
此
人
淳
朴
な
る
三
味
線
に
て
長
ら
く
勤
め
ら
れ
し
門
弟

も
数
多
有
共
不
詳
略
之
」
と
あ
る
が
、
延
享
期
の
浄
瑠
璃
評
判

記
類
に
は
全
く
出
て
ゐ
な
い
。
宝
暦
舅
和
期
の
評
判
記
に
は
す

べ
て
評
判
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
安
永
期
の
も
の
に
は
再
び
現
れ
な

く
な
る
。

「近
世
邦
楽
年
表
」
で
は
寛
延
三
年
頃
か
ら
明
和
七

年
頃
ま
で
の
豊
竹
座
系
に
そ
の
名
が
見
え
て
ゐ
る
。
従
っ
て
寛

延
か
ら
明
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
も
の
で
（
こ
の
「浪
華
日
記
」

の
質
に
は
既
に
芝
居
に
は
全
く
出
座
し
て
ゐ
な
か
っ
た
と
思
は

れ
る
。
た
だ

「三
極
志
」
（舅
和
三
年
梅
見
月
刊
）
に
は
江
戸
肥

一ヽ　
　
　
　
前
盛
に
出
演
の
評
と
し
て

「上
上
ど
日、
七
宇
に
た
ヽ
な
る
だ
い

も
く
銭
」
と
書
か
れ
て
ゐ
る
。
明
和
二
年
八
月
豊
竹
座
退
転
の

後
、
江
戸
に
下
わ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
但
し
同
三
年
八
月
に
は

大
阪
で
出
演
し
て
ゐ
る
。

三
の
七
　
室
つ
―
卜
兵
庫
県
の
室
津
な
ら
ん
。

三
の
一〇　
生
宝
西
照
庵
―
―
紅
葉
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、
ま
た
料
理
に
有

名
で
あ
っ
た
ｏ

三
の
一一一一　
鋼
野
源
一
七
才
子
―
―
浄
瑠
璃
作
者
。

「近
世
邦
楽
年
表
」
に
よ

´
　

れ
ば
、
宝
暦
六
年
三
月
豊
竹
座
初
演
の

「義
仲
勲
功
記
」
か
ら

宝
暦
十
一
年
九
月
同
座
初
演
の

「人
丸
菖
歳
台
」
ま
で
の
期
間
、

豊
竹
座
の
合
作
者
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
る
。
殊
に

「人
丸
萬

歳̈
台
」
は
福
松
藤
助
と
の
合
作
で
あ
る
。

三
の
一〓一　
河
原
町
―
―
今
の
瓦
町
。

三
の
一〓二　
聞
一た
―
―
聞
イ
た
。

三
２
一　
吉
日
貫
蔵
１
１
初
代
吉
田
冠
蔵
。
人
形
遣
ひ
。

「闇
の
礫
」
に
は

「大
上
上
吉
、
丈
夫
さ
は
類
ひ
な
き
副
だ
健
ぃ難
」
と
評
し
、
又

、　
　
　
　
「今
で
の
大
人
形
遣
ひ
此
度
時
代
お
”

（護
、
天
明
元
年
二
月

竹
本
座
の
一時
代
織
室
町
錦
繍
し
、
嘉
平
治
道
三
な
ど
出
来
ま
ヽ

し
た
」
と
言
っ
て
ゐ
る
。

「増
補
浄
る
り
大
系
図
」
に
は

「大

阪
産
に
て
…
…
初
代
吉
田
文
三
郎
門
弟
也
。
延
享
三
年
丙
寅
正

月
十
四
日
よ
り
楠
昔
噺
此
時
よ
り
出
座
致
し
続
い
て
勤
め
段
々

・
出
精
致
ｔ
天
明
の
頃
座
頭
と
成
り
寛
政
の
始
に
終
る
年
月
■
不

詳
」
と
あ
る
が
、
浪
華
日
記
に
よ
れ
ば
安
永
九
年
既
に
頭
販
で

あ
る
０

名
八
ｌ
ｌ
鶴
沢
名
八
‥。
初
代
名
．入
ぼ
初
代
友
治
郎
門
弟
に
て
寛
延



二
年
十
二
月
四
・目よ
ヶ
東
の
芝
居
に
て
＋
帖
源
氏
、
物
草
太
郎

の
時
、
初
出
座
し
、
そ
れ
よ
り
東
の
座
に
て
長
ら
く
勤
め
明
和

三
年
よ
り
堀
江
市
の
側
此
太
夫
座
で
立
者
と
な
る
。
後
の
事
不

詳
。
二
代
目
名
八
は
、
初
の
名
理
造
、
天
明
寛
政
の
頃
盛
ん
Ｌ

勤
め
る
、
事
実
不
詳
。
（以
上

「増
補
浄
る
り
大
系
図
』
の
説
）。

「評
判
鶯
宿
梅
」
（天
明
元
年
刊
）
で
は
、
江
戸
外
記
座
に
於
け

る
名
八
の
評
に
大
上
上
吉
と
あ
り
、

「闇
の
礫
」
に
は

「駒
丈

と
は
御
親
父
か
ら
の
合
方
ゆ
へ
か
」
と
い
ひ
父

「近
比
は
ど
の

一芝
居
へ
も
し
み
じ
み
と
お
勤
め
な
く
残
念
。
承
れ
ば
駒
箕
と
同

道
に
て
江
戸
へ
お
下
り
と
の
事
」
と
述
べ
て
ゐ
る
。
こ
れ
か
ら

考
へ
る
と
、
こ
の
目
記
に
い
ふ
名
八
は
初
代
名
八
だ
と
考
へ
ら

れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

三
の
九
　
一稲
荷
―
―
博
労
町
稲
荷
。

拝
め
く
り
て
―
―
拝
ミ
め
ぐ
り
て
。

三
の
さ

一申
の
顔
見
世
―
―
道
頓
堀
中
座
の
十
一
月
顔
見
世
興
行
。

三
の
〓
　
●
デ
よ
か
う
ｆ
Ｏ
腸
１
卜

「も
ふ
ノ
ヽ
■
か
ろ
丑
御
執
達
」
安
永

九
年
十
一
月
二
日
よ
り
上
場
。

三
の
一一一　
山
下
金
作
―
―
二
代
目
山
下
金
作
。
歌
舞
伎
役
者
。
俳
名
里
虹
。

家
号
末
王
寺
屋
。
勧
め
中
村
富
十
郎
門
下
の
半
太
夫
か
ら
寛
延

二
年
初
代
の
養
子
と
な
り
、
二
代
目
相
続
。
女
方
の
名
手
。
寛

政
十
一
年
歿
。
年
六
十
七
（大
辞
典
）

〓
の
九
　
和
泉
式
部
の
芝
居
ト
ー
京
都
寺
町
誠
心
院
の
境
内
に
在
り
。

茜
の
一〇　
市
太
郎
―
卜
初
代
賞
沢
市
太
郎
６
　
堀
塞
や友
治
部
門
弟
に
て
生
国

伊
勢
の
産
な
る
盲
人
也
。
大
阪
に
菜
ヶ
で
三
絃
の
修
行
を
致
す
ｏ

班
和
二
年
酉
九
月
十
二
日
よ
ヶ
西
の
著
居
に
て
胆
袖
鏡
，、
此
時

よ
り
出
座
致
し
実
に
府
の
早
き
盲
人
な
る
事
‥
こ

（増
補
浄
瑠

璃
大
系
図
）
但
ｔ
、
既
に
宝
暦
十
二
年
閏
四
月
豊
竹
座
の

「岸

姫
松
轡
鏡
」
に
出
て
ゐ
て
、
浪
華
日
記
の
二

別
以
来
二
十
年
」

と
い
ふ
市
太
郎
の
言
葉
と
大
体

一
致
す
る
。

「岸
姫
松
」
の
作

者
の
中
に
福
松
藤
助
も
加
は
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

西
の
一三　
詣
し
に
―
―
詣
デ
し
に
。

西
の
英
．　
お
真
同
様
ト
ー
オ
マ
ム
キ
チ
マ
。

三
２
一　
鎧
の
渡
ト
ト
攀
水
八
年
（藤
助
四
十
七
才
）
日
日
の
元
締
め
清
畠
藤

右
衛
門
の
所
望
に
よ
り
武
蔵
国
鎧
渡
と
云
ふ
作
物
語
を
述
作
し

て
同
氏
へ
進
呈
し
た
。

三
の
一一一一　
し
つ
ほ
く
台
ｌ
ｌ
し
っ
ぽ
く
台
。
　

一

〓
お
四
　
養
ん
と
―
↓
養
ハ
ん
と
。

共
の
一三　
庄
兵
衛
―
■
浄
る
り
太
夫
。
伝
不
詳
。

喜
の
一
　
向
顔
―
―
マ
ガ
恭
。　
　
・
　

〓

〓
の
七
　
・文
蔵
―
―
鶴
沢
文
蔵
´
染
太
夫

一
座
の
三
味
線
弾
き
。

喜
の
一一（　
し
や
か
た
ら
女
―
卜
じ
や
が
た
ら
フ
ミ
。

克
の
一〓一　
順
風
テ
ー
ー
オ
■
デ
。

克
の
喜
　
鰺
川
１
１
ア
ジ
ガ
ハ
。
一安
治
川
・。

き
２
一一　
赤
石
―
―
明
石
“
原
本
は
じ
め
明
石
と
書
き
、
の
ち
明
の
字
を
見

え
消
ち
に
し
て
赤
と
訂
正
す
る
。

こ
の
六
　
塩
野
の
木
屋
１
１
シ
ホ
ヤ
の
コ
ヤ
。
塩
屋
の
小
屋
の
宛
字
。
こ
の

あ
た
り
在
原
行
平
の
歌
を
引
厳
之
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
・

一あ
の
七
　
詠
物
―
―
ナ
ガ
メ
モ
ノ
“



ま
ぎ
ヶ
舟
―
―
間
切
り
、
す
な
は
ち
波
間
を
切

っ
て
舟
を
進
め
る

一
意
に
ヽ
ま
計

，
舟
、
へ
す
な
は
ち
誼
骨
あ
る
和
船
）
を
引
き
か
け

た
の
で
あ
る
。

下
津
丼
―
―
岡
山
県
児
島
半
島
西
の
突
端
に
あ
る
港
。

せ
み
の
ど
ふ
―
―
所
在
不
詳
。

は
な
↑
り
の
瀬
戸
―
卜
花
栗
０
瀬
戸
。
伊
予
国
債
方
（
ハ
カ
タ
）
島

の
西
鷺
ど
大
三
島
と
の
間
。
潮
流
の
烈
し
き
を
以
て
有
名
。

上
０
関
―
―
カ
ミ
の
関
。
山
口
県
熊
毛
郡
室
津
の
対
岸
、
長
島
。

水
押
―
―
ミ
オ
ン
。
和
船
の
船
首
の
波
切
，
木
。

終
日
ス
ト
ト

ヒ
ネ
一
ズ
。

淋
敷
サ
ー
ト
サ
ミ
シ
サ

量
の
六
　
日
日
の
旦
那
ト
ー
日
日
の
元
締
清
畠
藤
右
衛
門
。

量
の
一〇　
上
の
原
ト
ー
今
、
八
幡
市
の
う
ち
。
小
倉
市
の
山
手
の
街
道
を
今

の
八
幡
市
に
出
で
、
黒
崎
か
ら
上
の
原
を
経
て
木
屋
瀬
に
出
た

の
で
あ
る
「

量
の
〓
　
木
屋
の
瀬
ト
ー
「
ヤ
の
セ
。
福
岡
県
鞍
好
榔
妹
屋
瀬
町
。
筑
前
国

の
う
ち
。
直
方
、
飯
塚
方
面
に
出
る
遠
賀
川
筋
で
あ
る
。

三
の
一二　
飯
塚
―
卜
今
の
飯
塚
市
。

曇
あ
〈
　
刷
ひ
―
―
カ
ヒ
ン
ク
ロ
ひ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
「

、　
我
俳
諮
に
身
を
こ
ら
し
―
―
福
松
藤
助
は
、
十
四
才
に
し
て
桃
江

庵
秋
虎
に
入
門
し
、
四
十
一
才
の
時
雪
中
庵
蓼
太
の
間
に
入
る
”

当
時
は
紫
雪
庵
官
蘭
と
号
す
。

量
の
〈
　
思
惟
―
―
シ
ユ
イ
。

量
の
九
　
宰
府
―
―
太
宰
府
天
満
宮
。

量
の
一〇　
乞
べ
き
に
乞
ト
ー
乞
フ
ベ
き
に
乞
フ
。　
　
　
　
　
　
・

量
の
二
　
ひ
や
水
峠
ト
ー
福
岡
県
嘉
穂
郡
内
野
村
か
ら
筑
紫
郡
山
家
村
へ
の

部
界
に
あ
る
峠
。　
　
　
　
　
　
　
．

量
の
一一一　
山
家
―
―
ヤ
マ
ヘ
。
筑
紫
郡
の
村
名
。

松
崎
―
―
福
岡
県
三
井
那
立
石
村
松
崎
。　
　
　
　
　
　
　
．

量
の
一三　
府
中
―
―
今
の
久
留
米
市
。

量
の
一六　
恵
見
村
―
―
筑
後
国
山
門
郡
忠
見
村
。
藤
助
の
妻
の
実
家
の
あ
る

所
。
当
時
妻
子
と
共
に
こ
の
地
に
住
む
。　
　
ヽ

量
の
六
　
あ
る
大
入
ト
ー
本
文
に
あ
る
日
日
の
清
畠
藤
右
衛
門
と
ｒ
定
せ
ら

れ
る
。

「大
入
」
の
上
を
開
字
と
し
て
ゐ
る
。
敬
意
を
表
す
る

た
め
で
あ
る
。
本
文
中
の

「清
畠
氏
」
の
と
こ
ろ
も
閉
字
に
し

・
　

て
あ
る
。
こ
の
紀
行
文
中
、
開
字
の
個
所
は
こ
の
ほ
か

「久
留

米
藩
侯
」
の
と
こ
ろ
に
一
個
所
あ
る
の
み
。

以
上
。

附

記
こ
の
後
誰
の
う
ち
芸
名
に
関
す
る
部
分
は
、
す
べ
て
大
阪
学
芸

大
学
横
山
正
助
教
授
の
手
を
煩
は
し
た
。
厚
く
謝
意
を
表
す
る
。
小
島

一あ
の
士
一

一あ

の

〓
一

一〓

の

〓

一〓
の

〓
一

一二

の

西

一三

の

ニ


